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している。神経節は数箇から 10数箇迄の神経細胞から成り， Auerbach 神経叢の如き大きな細胞の集
団はない。神経細胞は殆んどが Argyrophob のもので，その神経節を通過する神経線維は神経節の中
央に近い部分を横切る傾向が見られる。神経叢の網眼は Auerbach 神経叢の如き太く且つ密なものは
ない D 以上の諸点から筋層下神経叢は腸管のMeissner 神経叢に類似すると云える口





構造を示して終止する型式の 2 種の形態を観察した。乙れ等は何れも efferent の終末と考えられる。




た。又腺の神経終末として 2 種の形を観察したo 1 つは腺底部に存在する介在細胞から出て周辺に分





1 )筋層:内縦走筋及び外 2 層の交叉する横走乃至斜走筋から成り，略々 3 層構造を示す口その筋
線維は分岐或いは癒合して網状構造を呈している。又筋線維核は寧ろ楕円に近い形で，腸管筋層のよ
うな梓状のものは稀である D これ等の筋線維及び核の性状は腸管の粘膜筋板のそれに甚だ類似してい












① 筋層下神経叢は神経節の形態及び網眼の性状から考えて， Meissner 神経叢に相当する。
① 筋神経叢は I 箇乃至数箇の神経細胞から成る神経節を有し，その神経節の形は腸管の粘膜筋板
の前後に存在するものに似る口
③ 筋の神経終末として 2 種の形態が観察されたが，何れも e百erent の終末と考えられる。
④ 粘膜には I 箇乃至 3 箇位迄の神経細胞が時に上皮直下に迄見られ，胆嚢底部に比較的多い。粘
膜上皮下には神経終末網が豊富で，これより上皮細胞聞に入る神経原線維が認められる。

















2 )筋層:腸管の Auerbach 神経叢に相当するものを見ない。筋神経叢は l 箇から数箇までの神経
細胞からなる神経節を有し，その神経節の形は腸管の粘膜筋板の附近に見られるものに似ている口筋
線維の神経終末として 2 程の形態を認めたが，いずれも efferent の終末と考えられる。
3 )粘膜:粘膜神経叢には 1 箇乃至 3 箇の神経細胞が上皮直下まで広範囲に散在している白神経細
胞は比較的神経組織に之しい胆嚢底部にも多数認められる。粘膜上皮下には豊富な神経終末網があ
り，これから出た神経原線維が粘膜上皮聞に進入している口また腺の和[1経終末として， e除rent 及び




1) 筋層:内側に縦走筋があり，外側の 2 層は横走乃至斜走筋からなる。筋線維は分岐して網状構
造を呈し，筋線維枝は楕円に近い形を有している口この筋線維及び核の性状は腸管の粘膜筋板のそれ
に類似している。従って胆嚢筋層は腸管の粘膜筋板に相当すると考えられる。これは胆嚢筋層が主と
して十二指腸粘膜筋板に連続している所見に一致している口
2) 粟膜下層:腸管のそれに比べて著しく厚いが，太い脈管，神経，弾性線維，脂肪組織などの構
造が，腸管の粘膜下組織におけるものに類似している。
以上の所見から著者は胆嚢は腸管の粘膜及び粘膜下組織に相当することを明確にし，さらに人胆嚢
ω神経構造を追究し，新しい所見をえたD
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